
蚊（ハエ目カ科）

蚊の一生

卵

幼虫（ボウフラ） 水棲

サナギ

成虫

水辺や水面に産み落とされる。

泳ぐことができる。餌はとらない。

 日本には約110種類の蚊が生息している

 2枚（1対）のハネを持つ、ハエ、アブなどと同じ仲間

 長い触角、ストロー状の口（口吻）を持つ

幼虫 サナギ
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なぜ蚊は吸血するの？

 メスだけが吸血をする

 産卵をするために吸血をする

なぜ蚊は吸血する動物を
見つけられるの？

長距離：動物のにおい、炭酸ガスなど

近距離：動物の動き、色、形、大きさ、熱、湿度など

なぜ刺されるとかゆくなるの？

 唾液にはタンパク質が含まれる

 タンパク質に対してアレルギー反応をおこす

蚊の吸血

 吸血するとき、唾液を注入する

 蚊の吸血誘因刺激

 普段は花蜜、果汁、樹液などを餌にしている

（かゆみなど）
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ヒトスジシマカ

 青森県より南に分布する

 発生水域

流れの少ない、小型の水域

人工の器物（空き缶・ビン、放置タイヤなど）

 昼間に活動する（昼行性） 特に朝夕に活発に活動

 成虫は4月下旬〜10月頃まで発生する

 卵越冬（成虫、幼虫、サナギでは冬を越せない）

蚊が媒介する疾病

デング熱、 チクングニア熱、 ジカ熱

体色は黒、胸部背面や側面、脚に白い鮮明な紋様がある
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アカイエカ

 九州以北に分布する

 発生水域

下水、汚水だまり

流れの少ない、有機物を含有する水域

 夜に活動する（夜行性）

 成虫は4月〜10月頃に活動する

 雌成虫が越冬する

蚊が媒介する疾病

ウエストナイル熱
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コガタアカイエカ

 日本全国に分布する

 発生水域

水田、池、沼

 夜に活動する（夜行性）

 成虫は4月頃から発生する

 雌成虫が越冬する

蚊が媒介する疾病

日本脳炎

アカイエカに似るが、口吻に白帯がある

白帯
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シナハマダラカ

 日本全国に分布する

 発生水域

水田、池、沼

 夜に活動する（夜行性）

 成虫は4月頃から発生する

 雌成虫が越冬する

蚊が媒介する疾病

マラリア

翅にまだら模様がある
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ご注意!! 危険な虫

1995年に、日本に生息していることが確
認されました。現在までに41都道府県で見
つかっています
神奈川県内でも数回確認されていますが、

定着はしていません。
攻撃性の弱いクモですが、直接触れると咬

まれることがあります。咬むことがあるのはメ
スのみです。
ゴケグモの仲間は、腹部腹面に砂時計様の

赤い紋様があります。

背面 腹部腹面
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